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Specific surface area (SSA) that relates with the snow albedo can be measured by the Brunauer-Emmett-Teller (BET) method. 
Although methane is one of the suitable adsorption as Legagneux et al. (2002） reported, liquid nitrogen is also required for a 
cryogenic trap. In this study we investigated other surtable adsorbent for field use. Krypton can be applied for small SSA 
because of its low vapor pressure, however, it also needs liquid nitrogen. We propose hexane as a new adsorbent at the eutectic 
point of a mixture of NaCl and H2O, but we need to check the effect of water-vapor pressure. 
 
はじめに 
積雪粒径は積雪アルベドを決定する重要なパラメータとしてこれまで利用されてきたが、測定値の代表性にやや難がある。
我々の研究グループでは、例えば樹枝状六花の結晶の枝の幅や厚み等を光学的粒径と定義し、これを高倍率ルーペで観
察し測定してきたが、それでもなお目視観察に起因する問題は解決されていない。一方、積雪粒径に代わるパラメータとし
て、積雪の比表面積が国内外で注目されている。Legagneux et al. (2002）は、メタンを吸着質とした BET 吸着法を開発した
が、積雪試料にメタンを吸着させる際には液体窒素が寒剤として必須であることなど、厳しい野外観測条件では適用が困難
である。本研究では、BET 吸着法に基礎を置き、メタン以外に利用可能ないくつかの吸着質（吸着ガス）について調査を行
なった結果を報告する。 
 
実験結果および考察 
野外観測向けの壊れにくいオールステンレス製システム（ガラス器具を使用しない）による、BET 吸着法を利用した積雪比表
面積測定装置が既に開発されている（八久保ほか, 2012）。本研究では吸着質を 3 種類導入可能な装置を新たに製作した。
積雪試料には、北見工業大学敷地内で採取され、-50℃で保存された 3 試料（しもざらめ雪、新雪＋しまり雪、しまり雪＋新
雪）を準備した。吸着質には、既に実績のあるメタンの他、クリプトン、およびヘキサンを選択した。 
メタンを使用する場合、比表面積の再現性もよく（標準偏差はいずれの試料でも 10%以内）、現段階では測定に最適な吸着
質である反面、液体窒素の調達できる場所でしか扱えない、という制限がある。クリプトンは小さな比表面積測定用に古くか
ら使用されている吸着質だが、メタンと同様に液体窒素が必要である。また、液体窒素温度でのクリプトンの液化圧がメタンよ
り低いため、小さな比表面積の試料測定には有利とはいえ、かえって圧力制御がやや困難であった。一方、ヘキサンは
NaCl と H2O の共晶点-21.2℃でメタンと同程度の圧力範囲で吸着実験ができ、取り扱いが容易である一方、高い水蒸気圧
（約 80Pa）をどのように取り扱うか、が今後の課題である。 
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